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６５３．ジメチル（１－フェニルエチル）ベンゼン 

６５３． ジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼン 

別 名：－ 

管 理 番 号：653 

PRTR 政令番号：1-256 （化管法施行令（2021 年 10 月 20 日公布）の政令番号） 

主 な 物 質： 

1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼン 

CAS 登録番号：6165-51-1 

性 状：無色透明の液体 水に溶けにくい（水溶解度 10 mg/L 未満） 

構 造 式： 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当物質（（独）製品評価技術基盤機構「NITE-CHRIP」から引用） 

https://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/cmpInfLst?_e_trans=&slIdxNm=653&slScNm=RJ_02_00

2&slScCtNm=1&slScRgNm=653 

 

・ジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼンは、感圧紙染料溶剤、工業用コンデンサーオイル、エポ

キシ樹脂・ウレタン樹脂可塑剤、トリクロロエタン代替溶剤として用いられています。 

・排出及び移動に関する概要については、PRTR データの公表（2024 年度末）後に記載します。

■用途 

ジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼンは PCB の代替溶媒として、主に感圧紙染料溶剤や工業用

コンデンサーオイルとして使われています。そのほか、エポキシ樹脂やウレタン樹脂の可塑剤、

トリクロロエタン代替溶剤としても使われています。 

■排出・移動 

化学物質排出把握管理促進法（化管法）改正後の PRTR データの公表（2024 年度末）後に記載

を行う予定です。 

ー1－



６５３－２                                                                                第 １ 版 

作成日：２０２３年３月９日 

 

６５３．ジメチル（１－フェニルエチル）ベンゼン 

■環境中での動き 

大気中に排出された 1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼンは、OH ラジカルにより分解さ

れ、2.9～29 時間で半分の濃度になると算出されています（QSAR（定量的構造活性相関）による

推算値）1）。水中に排出された場合は、微生物分解や加水分解はされにくいことが報告されていま

す 1）。 

■PRTR 対象物質選定の根拠（有害性） 

生態毒性 1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼンは、藻類（緑藻）の生長阻害に基づく 72 時

間 NOEC（無影響濃度）が 0.37 mg/L、72 時間 EC50（半数影響濃度）が 2.7 mg/L（面積法）、甲殻

類等（ミジンコ類）の繁殖阻害に基づく 21 日間 NOEC が 0.009 mg/L（=9 µg/L）、遊泳阻害に基づ

く 48 時間 EC50が 0.25 mg/L、魚類（メダカ）の初期生活段階における成長阻害に基づく NOEC が

0.034 mg/L、96 時間 LC50（半数致死濃度）が 0.31 mg/L とされています 2)。（甲殻類等 NOEC は後

述「生態（有害性・リスク評価）」に示す甲殻類等 NOEC と同じ値です。） 

■人健康 

有害性評価 雌雄のラットに交尾前 14 日間、雄ではその後交尾期間を含む 35 日間、雌では交尾

期間から哺育 3 日までの期間に、体重 1 kg 当たり 1 日 12.5 mg の 1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエ

チル)ベンゼンを口から与えた実験では、雄で副腎重量の減少及び束状帯細胞の萎縮が、また、体

重 1 kg 当たり 1 日 200 mg を口から与えた雌では、肝臓重量の有意な増加と小葉中心性の肝細胞

肥大が認められました 1）。この実験結果を評価して得られた口から取り込んだ場合の LOAEL（最

小毒性量）は体重 1 kg 当たり雄で 1 日 12.5 mg でした 1)。（この試験結果は、後述「リスク評価」

の根拠となってます。） 

なお、口から取り込んだ場合の NOAEL（無毒性量）は体重 1 kg 当たり 1 日雌で 50 mg でした

1)。 

体内への吸収と排出 2022 年 3 月時点では、体内へのジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼンの吸

収と排出に関する知見はありません。 

リスク評価 環境省の「化学物質の環境リスク初期評価（2012 年）」では、口から 1,4-ジメチル-2-

(1-フェニルエチル)ベンゼンを取り込んだ場合のラットの LOAEL が体重 1 kg 当たり 1 日 12.5 mg

であること（このデータは「有害性評価」にて示したデータと同じです。）に基づいて、口から 1,4-

ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼンを取り込んだ場合の無毒性量等を体重 1 kg 当たり 1 日

0.13 mg としています 1)。同報告書では口から 1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼンを取り

込んだ場合について、リスク評価を行った時点では、公共用水域淡水のデータから、取り込む量

を最大で体重 1 kg 当たり 1 日 0.00000068 mg（=0.68 ng）程度と予測しています 1)。これは口から

取り込んだ場合の無毒性量等よりも十分に低いため、人の健康への影響は小さいと考えられると

報告しています 1)。 
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また、環境省の「化学物質の環境リスク初期評価（2012 年）」では、呼吸によって 1,4-ジメチル

-2-(1-フェニルエチル)ベンゼンを取り込んだ場合について、リスク評価を行った時点では無毒性

量等は設定されていませんが、大気中での半分の濃度になる時間が 2.9～29 時間と推定され、大

気に排出されてもほとんど大気には分配されないと予測されています。そのため、一般環境大気

中から長時間にわたり呼吸によって取り込むことによる人への健康影響は小さいと考えられると

報告しています 1)。 

なお、ジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼンは、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律

（化審法）で、平成 29(2017)年 4 月 3 日告示で人健康影響における優先評価化学物質に指定され

ています。 

■生態（有害性・リスク評価） 

環境省の「化学物質の環境リスク初期評価（2012 年）」では、1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)

ベンゼンについて、甲殻類等の繁殖阻害に基づく 21 日間 NOEC が 0.009 mg/L（=9 µg/L）である

ことを根拠とし、PNEC（予測無影響濃度）を 0.0009 mg/L（=0.9 µg/L）と算定しています 1)。 

また、PEC（予測環境中濃度）と PNEC の比（PEC/PNEC）は、淡水域で 0.02、海水域で 0.002

未満と算出され、現時点では作業の必要はないと考えられる（PEC/PNEC＜0.1）と報告していま

す 1）。 

生産量等 【化審法：優先評価化学物質（通し番号 220）として】 

製造・輸入数量（2019 年）：約 3200 トン 3） 

排出・移動量 

(PRTR データ) 

化管法改正後の PRTR データの公表（2024 年度末）後に記載を行う予定です。 

PRTR 対象物質選定（2021 年 10 月改正政令）の根拠（以下の欄に「○」または根拠を記載） 

 有害性 生態毒性（魚類，甲殻類等，藻類） 

排出量等 
(2014 ～ 2017
の平均) 

PRTR 排出量 PRTR 移動量 推計排出量 または 製造・輸入数量 

   

環境モニタリ

ング結果 
(2008～2017) 

複数地域検出※1 ※1：「御利用にあたって」に記載の該当調査で 2008～2017 年の 

期間に複数地域で検出された場合に選定根拠とします。  

環境保全施策 
上必要な物質 
（法令等） 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）（人健康影響）の優先

評価化学物質（通し番号 220） 

環境データ※2 
（～2022.3 公表 
時点の最新） 

1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼン（CAS 登録番号：6165-51-1）として

公共用水域 

・化学物質環境実態調査：検出数 3/19 検体，最大濃度 0.000017 mg/L（=0.017 µg/L）

（検出下限値 0.0000021 mg/L（=2.1 ng/L））；[2008 年度，環境省] 

底質 

・化学物質環境実態調査：検出数 35/35 検体，最大濃度 0.065 mg/kg（乾）（検出
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下限値 0.00002 mg/kg（乾）（=0.02 µg/kg（乾））；[2008 年度，環境省] 

適用法令等 

（2022年 10月時

点） 

・化学物質排出把握管理促進法（化管法）：第一種指定化学物質 

・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）：優先評価化学物質

（人健康影響） 

・GHS 分類結果 4)※3 

1,4-ジメチル-2-(1-フェニルエチル)ベンゼン（CAS 登録番号：6165-51-1） 

 

 

  
※2：環境データについては、PRTR 選定根拠に用いたデータと必ずしも一致しないことがあります。詳細は、「御

利用にあたって」をご確認ください。 

※3：2017 年までの GHS 分類結果は、対象物質選定根拠のひとつとして考慮されますが、必ずしも化管法対象物

質の選定根拠になっていないことがあります。（該当する危険有害性についてピクトグラムを示します） 

 

■ 引用・参考文献 

1）環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 10 巻」（2012 年公表） 

https://www.env.go.jp/chemi/report/h24-01/pdf/chpt1/1-2-2-05.pdf 

2）環境省「化学物質の生態影響試験（藻類、甲殻類、魚類）結果一覧」（2019 年 3 月版） 

https://www.env.go.jp/content/000048329.pdf 

3）経済産業省「優先評価化学物質の製造・輸入数量」（2019 年度） 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/volume/priority/volume_pr

iority_2019FY.pdf 

4）NITE 統合版 政府による GHS 分類結果 

https://www.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-6165-51-1.html 

 

■ 性状・用途に関する参考文献 

・環境省「化学物質の環境リスク初期評価第 10 巻」（2012 年公表） 

http://www.env.go.jp/chemi/report/h24-01/pdf/chpt1/1-2-2-05.pdf 

・（独）製品評価技術基盤機構「NITE-CHRIP」用途 

https://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/cmpInfDsp?cid=C005-520-27A 

 

■ 改訂履歴 

版数 発行日 改定内容 

第 1 版 2023 年 3 月 9 日 初版発行 

 

特定標的 
臓器毒性 
(反復暴露) 

水生環境 
有害性 
短期（急性）、

長期（慢性）

ー4－




